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背景と目的

背景 目的
近年、災害の多様化・激甚化と自治体職員数
の減少が相まって、災害時の公助負担は増加
している

このため、自治体としてはデジタル技術を駆
使しつつ「公助負担の軽減」と「自助・共助
の促進」の2本柱での支援をおこなう必要があ
る

本実証実験では、泉南市の地域防災力を高め
市民の防災に関する自助・共助の意識の促進
を目指す



3

背景と目的

【出典】水害レポート2022（令和5年3月、国土交通省水管理・国土保全局）

背景（補足）
下記は短時間降雨の発生件数の推移を示しており、時間雨量50mmを上回る短時間降雨の発生件数が増加
また、総雨量1,000mm以上の雨も頻発する等、雨の降り方が集中化・激甚化
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背景と目的

背景（補足）
近年の緊縮財政や行政改革の中で、特に災害対応に中心的な役割を担う自治体の土木関係職員数は平成12年
と比べて令和2年は4万4千人余り減少

【出典】市町村における災害復旧対応の現状と課題（令和3年12月、国土交通上）
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1. 実証実験のスキーム

全体スキーム
下記のような流れで泉南市内の情報を収集し、泉南市および泉南市民にリスク情報を提供
（下記①～⑤は次頁の実証手法にて補足）

市民市外
観光者

各種
団体・組織

LINE・
広報誌等

実証実験に関する広報

事件・事故・火災
ライフライン・気象災害
その他（混雑、通信障害等）
に関する情報の提供

情報の収集・分析・発信

地域実証パートナー

地域安全情報の
蓄積・確認

あいおいニッセイ同和損保
社員によるリスク情報の投稿

身の回りのリスク
関連情報の投稿・共有

情報提供の依頼

1

2

3
4

5
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1. 実証実験のスキーム

実証手法
①. 実証実験に関する広報
実証実験に当たり、泉南市から市民に対して、「JX通信社が提供するNewsDigestを活用し、泉南市民からの
安全安心に関する情報の提供・確認を促進する」旨の広報活動を実施

②. 情報提供の依頼
①の広報活動と並行し、NewsDigest上にて泉南市民に対して市内の災害・リスクに関する情報提供を依頼

③. 身の回りのリスク関連情報の投稿・共有
泉南市民が身の回りの安全安心に関わる情報を投稿し、その情報を身の回りの人とアプリ上で共有して確認

④. あいおいニッセイ同和損保社員によるリスク情報の投稿
あいおいニッセイ同和損保大阪南支店等が地域実証パートナーとして参画し、cmapの新機能を活用し泉南市
内のリスク情報を投稿（同情報の一部はNewsDigestを通じて市民に共有）

⑤. 地域安全情報の蓄積・確認
cmap上に蓄積された地域の安全安心に関する情報を市民にも配信するとともに、活用可能性を検討

⑥. 事件・事故・火災・ライフライン・気象災害・その他（混雑、通信障害等）に関する情報
NewsDigestおよびcmapを通じて提供された情報は、JX通信社によるAIと専門監視スタッフによるチェック
を経て、泉南市へFASTALERTを通じて情報提供



1. 実証実験のスキーム

関係者の役割
各関係者の役割の一覧は下記の通り
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2. スケジュールとポイント
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実証実験に係るスケジュール
本実証実験にあたっては、下記のような流れで進行

打合せ・方針決定 実証実験・広報開始 結果分析・今後の検討協定の締結

実証実験に係る打合せ・方
向性の策定

• 2023年当初～8月に実施

• 実証実験全体のスキームやス
ケジュールに関する打合せ、
協定締結等の検討・調整を実
施

• 地域実証パートナーとしてあ
いおいニッセイ同和損保社
を交えたスキームの整理

防災DXに関する連携協定
の締結

• 2023年9月に実証実験の前
段階として防災DXに関する
連携協定を締結

• 泉南市とJX通信社による2者
間の協定締結

実証実験および広報活動の
開始

• 2023年10月1日より1ヶ月
間の実証実験を開始

• 泉南市のHPや公式LINE、
NewsDigest上での広報活動
を実施

実証実験の結果の分析（投
稿・アンケート結果）

• 実証実験期間中の投稿の分
析、NewsDigest登録者数の
分析、実証実験に関するアン
ケートの実施

• 今後の取組に向けた検討

• （2023年11月18日の防災
キャラバンにてブース出展予
定であったが、天候の影響で
中止）



2. スケジュールとポイント
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実証実験に係るスケジュール
本実証実験にあたっては、下記のような流れで進行

打合せ・方針決定 実証実験・広報開始 結果分析・今後の検討協定の締結

実証実験に係る打合せ・方
向性の策定

• 2023年当初～8月に実施

• 実証実験全体のスキームやス
ケジュールに関する打合せ、
協定締結等の検討・調整を実
施

• 地域実証パートナーとしてあ
いおいニッセイ同和損保社
を交えたスキームの整理

防災DXに関する連携協定
の締結

• 2023年9月に実証実験の前
段階として防災DXに関する
連携協定を締結

• 泉南市とJX通信社による2者
間の協定締結

実証実験および広報活動の
開始

• 2023年10月1日より1ヶ月
間の実証実験を開始

• 泉南市のHPや公式LINE、
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を実施

実証実験の結果の分析（投
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• 実証実験期間中の投稿の分
析、NewsDigest登録者数の
分析、実証実験に関するアン
ケートの実施

• 今後の取組に向けた検討

• （2023年11月18日の防災
キャラバンにてブース出展予
定であったが、天候の影響で
中止）



2. スケジュールとポイント

本実証実験の特徴
地域の実証パートナーを加えた形で、地域防災力向上のためのソリューションとして行政が地域に
「NewsDigest」の利用を推進していく取組は国内初の試み

市民市外
観光者

各種
団体・組織

LINE・
広報誌等

実証実験に関する広報

事件・事故・火災
ライフライン・気象災害
その他（混雑、通信障害等）
に関する情報の提供

情報の収集・分析・発信

地域実証パートナー

地域安全情報の
蓄積・確認

あいおいニッセイ同和損保
社員によるリスク情報の投稿

身の回りのリスク
関連情報の投稿・共有

情報提供の依頼
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実証実験に係るスケジュール
本実証実験にあたっては、下記のような流れで進行

打合せ・方針決定 実証実験・広報開始 結果分析・今後の検討協定の締結
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を実施

実証実験の結果の分析（投
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• 実証実験期間中の投稿の分
析、NewsDigest登録者数の
分析、実証実験に関するアン
ケートの実施

• 今後の取組に向けた検討

• （2023年11月18日の防災
キャラバンにてブース出展予
定であったが、天候の影響で
中止）



2. スケジュールとポイント

連携協定の締結
2023年9月26日に泉南市とJX通信社は「地域情報等の収集・発信のDX推進に関する連携協定」を締結
市民・地域・行政間の情報共有の充実や自助・共助・公助の強化による地域防災力の向上を目指す（※）
また、実証実験の期間中にとどまらない継続的な取組としてのNewsDigestの活用等を協議、検討していく

※詳細は泉南市HP（ https://www.city.sennan.lg.jp/kakuka/seichousenryaku/renkei/kouminrenkei/7861.html ）

https://www.city.sennan.lg.jp/kakuka/seichousenryaku/renkei/kouminrenkei/7861.html
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実証実験に係るスケジュール
本実証実験にあたっては、下記のような流れで進行
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中止）
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2. スケジュールとポイント
泉南市からの広報
泉南市からはHP、公式LINE、X（旧Twitter）などで実証実験に関する広報活動を実施

泉南市HP 泉南市公式LINE 山本市長X（旧Twitter）
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2. スケジュールとポイント
JX通信社からの広報
JX通信社からはNewsDigestにて「泉南市および周辺の市町村」の登録者に対して、下記広報活動を実施し
て実証実験への協力を依頼

FIAM（※） NewsDigest配信記事

※FIAMとはFirebase In-App Messagingの略語で、アプリ起動時にポップアップで表示するメッセージのことを指します
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2. スケジュールとポイント
その他メディア露出
その他下記メディアにて露出、発信

大阪スマートシティパートナーズフォーラムHP朝日新聞

https://www.asahi.com/articles/ASRBR7S3KR9WPPTB004.html https://smartcity-partners.osaka/bousaidx/
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3. 利用したサービスの概要

本実証実験にて利用したサービス
泉南市は自治体向けリスク情報収集・配信サービス「FASTALERT」
泉南市民は市民向け情報提供・状況把握アプリ「NewsDigest」
あいおいニッセイ同和損保の職員は被害予測・防災アプリ「cmap」 を利用

自治体職員の情報収集 住民の状況把握・情報提供 あいおいニッセイ同和損保
職員利用
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3. 利用したサービスの概要

FASTALERT
災害やインフラ障害などの目撃情報をNewsDigestや各種SNS等から収集、AI（人工知能）と有人監視の併
用で分類のうえ信憑性を評価、デマを排除し位置情報とともに24時間リアルタイムに配信
報道機関の8割以上、200を超える自治体にて活用実績のあるリスク情報収集・配信サービス
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3. 利用したサービスの概要
FASTALERT
自治体職員は現場の視覚情報を通報の補完的な情報として全体の状況を俯瞰し、優先順位を判断して初動対
応にあたることが可能
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3. 利用したサービスの概要

浸水、火災、事故、道路の破損、停電などの地域の安全安
心に関わる内容をリアルタイムに把握・共有可能

NewsDigest
600万DLを超える市民向け無料ニュースアプリとして、FASTALERTのリスク情報を一部遅延、事象を一部
制限した形で配信。今いる場所の近くでどのようなリスクが起きているかをすぐに知ることが可能

リアルタイム防災マップ 情報提供機能

リスク情報をNewsDigest上で提供することでPayPayポ
イント等に還元可能なポイントを獲得
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3. 利用したサービスの概要
cmap
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社が公開している、災害発生時の緊急情報や防災・減災に役立つ情報等
を配信するウェブサイト、アプリ
2023年9月27日にはSNS投稿情報を地図上に表示する機能と、ユーザーが地域で発生した各種リスク情報を
SNSにログインすることなくcmapアプリに直接投稿できる機能を導入（この情報もFASTALERTにて配信）

情報表示・情報提供（マイマップ） ハザードマップ天気

上記のほか、各種機能が搭載されています。詳細はHP参照（ https://www.aioinissaydowa.co.jp/corporate/service/cmap/ ）
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3. 利用したサービスの概要

情報の流れ
NewsDigestから投稿される情報は各種SNS上のリスク情報とともに、JX通信社にてAI解析および信憑性の
チェック等を実施
確認された情報がFASTALERTに即時配信されるとともに、NewsDigestにもその一部がFASTALERTより
やや遅延された形で配信（cmapの情報もNewsDigestと同様の流れで収集・配信）
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4. 実証実験の結果

市内の投稿の状況
実証実験期間中のNewsDigestからの情報投稿数の推移は下記の通り
実証実験の開始以降、投稿数が飛躍的に増加

実証実験期間
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4. 実証実験の結果

市内の投稿の状況
投稿が増加したタイミングは、泉南市公式LINEでの広報日や泉南市秋祭りのタイミングと概ね一致
特に公式LINEでの広報後に顕著に増加しており、公式LINEの広報効果は高かったと見られる

協定締結・実証実験発表日 LINE広報（初回） 泉南市秋祭り LINE広報（2回目）



30

4. 実証実験の結果

市内の投稿の状況
泉南市内での投稿は実証実験期間前と比較すると大幅に増加
9/29に泉南市公式LINEで実証実験に関する広報を行なっているため、9/29から投稿が増加（※）

8月と10月の比較 9月と10月の比較

8月 10月 9月 10月

約8倍に増加約22倍に増加
※9/29～9/30の2日間で増加している
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4. 実証実験の結果
周辺の市町村との比較
周辺地域のDL数の推移は下記の通り（9月末と11月初旬の計測時点での比較）
泉南市内でのNewsDigestアプリDL数については、実証実験開始前と比較して1ヶ月間でDL数が大幅に増加

NewsDigestアプリDL数（総数） 約1ヶ月間のアプリDL増加数

1ヶ月のDL増加数は泉南市が突出

＞
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4. 実証実験の結果
周辺の市町村との比較
周辺地域の投稿数は下記の通り（9月と10月、それぞれ1ヶ月間の比較）
NewsDigest上での広報はいずれの地域でも行なっているが、泉南市のみ市が積極的に広報した結果、
泉南市の投稿数と投稿UU数が突出して増加

NewsDigest投稿数（総数） NewsDigest投稿UU数（※）

泉南市の投稿増加が突出 投稿UU数でも泉南市が突出

※UUは「ユニークユーザー数」を表し、1人が2投稿以上行った場合もUUは1としてカウントします



4. 実証実験の結果
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市民向けアンケートの結果
11月18日（土）開催予定の防災・安全フィールドワーク・キャラバンが悪天候につき中止となったため、
NewsDigest内のみでのアンケート回収

NewsDigest配信記事 実施アンケート
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4. 実証実験の結果
市民向けアンケートの結果
1. 災害時の情報収集の手段

概要

結果

災害時の情報源として「X（旧Twitter）などのSNS」と回答している割合は、テレビと同率で最多

設問
あなたは災害時にどのようにして情報収集してますか？（複数回答可）
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4. 実証実験の結果
市民向けアンケートの結果
2. NewsDigestの情報提供機能の認知の有無と、自助・共助の促進効果

概要

結果

NewsDigestの「情報提供機能」はNewsDigestユーザーの約90%に認知されている

設問
NewsDigestには身の回りの災害・事件・事故・天気などを報告・共有することができる「情報提供機
能」があり、市内のリスク情報を投稿するとPayPayなどに還元できるポイントがもらえます。あてはま
るものを選んで下さい。
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4. 実証実験の結果
市民向けアンケートの結果
2. NewsDigestの情報提供機能の認知の有無と、自助・共助の促進効果

概要

結果

NewsDigestの「情報提供機能」は回答者の約90%が自助・共助の促進に効果があると考えている

設問
災害時の被害を軽減するには自助・共助がますます重要だと言われています。身の回りの災害・事件・
事故を報告・共有できる「情報提供機能」は自助・共助の促進に繋がると思いますか。
自助：災害時には自分（家族）の命は自分（家族）で守る。
共助：災害時には自分たち（地域・組織・グループ）は自分たち（地域・組織・グループ）で守る。
公助：災害時には行政機関等（消防・警察・自衛隊など）が守る。
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4. 実証実験の結果
市民向けアンケートの結果
2. NewsDigestの情報提供機能の認知の有無と、自助・共助の促進効果

概要

結果

NewsDigestの「リアルタイム防災マップ」はNewsDigestユーザーの全員から認知されている

設問
NewsDigestには「リアルタイム防災マップ」という、AIでデマ情報の排除や位置情報の特定がされた情
報をリアルタイムで確認できる機能があります。あてはまるものを選んで下さい。
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4. 実証実験の結果
市民向けアンケートの結果
2. NewsDigestの情報提供機能の認知の有無と、自助・共助の促進効果

概要

結果

NewsDigestの「リアルタイム防災マップ」は回答者の約90%が自助・共助の促進に効果があると考えて
いる

設問
身の回りの災害・事件・事故を確認できる「リアルタイム防災マップ」は自助・共助の促進に繋がると
思いますか。
自助：災害時には自分（家族）の命は自分（家族）で守る。
共助：災害時には自分たち（地域・組織・グループ）は自分たち（地域・組織・グループ）で守る。
公助：災害時には行政機関等（消防・警察・自衛隊など）が守る。
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4. 実証実験の結果

まとめ
情報提供の増加
NewsDigestのDL数、投稿数、投稿UU数が増加し、平時の防災意識啓発を促進することができた

Ø 実証実験前と比べると飛躍的に増加
Ø アプリ上での広報のみを実施した周辺自治体と比較しても飛躍的に増加
Ø 平時の投稿や秋祭り期間中の交通規制投稿等が増加

自助・共助促進への期待
アンケートよりNewsDigest活用による自助・共助の促進への期待を確認することができた

Ø 「X（旧Twitter）などのSNS」はテレビと並んで災害時の最も重要な情報源
Ø アプリの情報共有機能、情報提供機能のいずれについても90%以上の回答者が「自助・共助の促進に効果
がある」と回答


